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自動運転バス運行業務プロポーザル実施要領

１ 趣旨

本業務は、バス運行事業者の運転手不足に係る状況改善や交通事故の削減等、公共

交通を取り巻く環境改善を図るため、実証運行の実施と社会受容性の向上を通じた

レベル４自動運転バスの実現に向けた出発点として、レベル２自動運転バスを運行

するものであり、あわせて、スマートシティの推進及びＤＸの推進を背景の一部と

する本業務の実施により、まちづくり、観光・経済の活性化及び環境負荷の低減に

寄与することを目指すものである。

ついては、市が関係事業者等と組織した「米子市レベル４自動運転実装推進協議会」

において、自動運転車両運行業務の委託事業者を公募型プロポーザル方式により選

定するものとし、企画提案の内容や価格等を総合的に評価して、最も優れた企画提

案を行った事業者を選定する。

２ 業務委託の概要

⑴業務名

自動運転バス運行業務

⑵業務内容

別紙仕様書のとおり

⑶契約期間

契約日から令和８年２月２７日まで

⑷上限額

３３７，５００，０００円（消費税及び地方消費税を含む。）

３ 参加資格要件

本プロポーザルに参加できる者は、次に掲げる要件のすべてを満たすものとする。

⑴地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当しない

こと。

⑵破産法（平成１６年法律第７５号）の規定による破産手続開始の申立て、会社更生

法（平成１４年法律第１５４号）の規定による更生手続開始の申立て又は民事再生

法（平成１１年法律第２２５号）の規定による再生手続開始の申立てがなされてい

ないこと。（会社更生法に基づく更生手続開始の決定又は民事再生法に基づく再生

手続開始の決定を受けた場合は、この限りではない。）

⑶米子市の競争入札への参加に係る指名停止措置を受けていないこと。

⑷米子市の市税等を滞納していないこと。

⑸暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条
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第６号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」という。）又は同条第２号に規定す

る暴力団若しくは暴力団員と密接な関係を有する者を経営に関与させていないこ

と。

⑹平成３０年度から令和６年度までの間において、JASO TP18004 の規定による自動

運転レベル２以上で国内の公道を走行した自動運転実証運行での運行主体又は車

両制御に関する業務の実績（以下「業務実績」という。）があること。

４ 事務担当

米子市総合政策部交通政策課

〒６８３－８６８６ 鳥取県米子市加茂町一丁目１番地

電話 （０８５９）２３－５２７１

電子メール kotsu@city.yonago.lg.jp

５ 手続等

⑴参加希望書等の提出

本プロポーザルに参加を希望する者は、参加希望書及び添付書類（様式第１号）

各１部を、令和７年７月３１日（木）午後５時までに、事務担当まで持参又は郵

送すること。なお、郵送による申込みは書留郵便によることとし、令和７年７月

３１日（木）午後５時までに到着したものに限り、受け付ける。

⑵企画提案書等の提出

ア (1)の参加希望書を提出した者は、次に掲げる書類を令和７年８月１８日（月）

午後５時までに事務担当まで持参、又は郵送すること。なお、郵送による申込み

は書留郵便によることとし、令和７年８月１８日（月）午後５時までに到着した

ものに限り、受け付ける。

イ アの書類への記載内容及び留意事項は、別紙１提出書類記載内容等のとおりと

する。

６ 質問の方法

質問は、様式第５号に簡潔にまとめ、事務担当に電子メールにより提出すること。

書類 様式 紙面提出数 電子データ

提案者情報書 様式第２号 １部

要

業務実績書 様式第３号 ８部

企画提案書 任意様式 ８部

経費見積書 様式第４号 １部

経費見積内訳書 任意様式 １部
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⑴提出期限は、令和７年７月３１日（木）午後５時までとする。

⑵回答は、米子市ホームページ上に順次掲載する。なお、質問がなかった場合には、

掲載しない。

⑶最終の回答は、令和７年８月８日（金）午後５時までに掲載する。

７ 審査の方法等

⑴審査方法

ア 自動運転バス運行業務委託事業者選定委員会（以下「選定委員会」という。）

において行う。

イ 選定委員会において、提出書類及び本プロポーザルに参加し企画提案する者

（以下「提案者」という。）によるプレゼンテーションの内容を審査基準に沿っ

て審査し、最優秀者１者を選定する。

ウ 選定委員会の会議は非公開とする。

⑵プレゼンテーションの実施

ア プレゼンテーションの実施時間は１提案者につき２０分以内とし、その後、１

０分程度の質疑応答を行う。

イ 提案内容の説明は提出した資料のみを用いて行い、説明支援機器等を使用して

はならない。

ウ 企画提案書等に記載していない新たな情報を使用してはならない。

エ プレゼンテーションの実施順序は、提出書類の受付順とする。

オ プレゼンテーションの実施日時及び場所等は、後日文書にて通知する。

⑶審査基準

ア 評価項目の内容及び配点構成は、別紙２ 評価項目一覧のとおりとする。

イ 企画提案の評価は次のとおり５段階評価とし、評価点に各評価項目の係数を乗

じて得た値を点数とし、合計して採点する。

ウ 価格点は最高１０点とし、次の式により算出する。

価格点＝最低見積価格／見積価格×１０点（小数点以下切り捨て）

※最低見積価格とは、全ての提案者が提出した中で最も低い見積価格を言う。

エ 審査結果により、最も高い点数を得た提案者を最優秀者として選定し、当該提

評価 評価点

Ａ：とても優れている ５点

Ｂ：優れている ４点

Ｃ：普通 ３点

Ｄ：あまり評価しない ２点

Ｅ：評価しない ０点
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案者と契約に向けた交渉を開始する。

８ 失格事項

⑴参加資格を満たさない場合。

⑵提出書類に虚偽の記載があった場合。

⑶見積金額が予定価格を超えている場合。

⑷本実施要領、関係法令及び事務担当が指示した事項に違反する場合。

９ 審査結果の通知等

⑴審査結果は、令和７年８月下旬頃に提案者宛てに文書にて通知する。電話等による

問合せには応じない。

⑵審査結果についての異議の申立ては、一切受け付けない。

１０ 契約候補者との協議

⑴審査により最優秀者として選定された提案者は、契約候補者として業務委託契約の

締結に向けて仕様書の細目について協議を行う。

⑵協議に際し、米子市レベル４自動運転実装推進協議会は、必要に応じて契約候補者

の提案内容に対する修正を求めることができるものとし、契約候補者は誠実にこれ

に応じること。

⑶最優秀者として選定された者との協議が不調となった時は、審査による順位付けに

基づき、上位の者から順に契約締結に向けた協議を行う。

１１ スケジュール

プロポーザル公募開始 令和７年７月１０日（木）

参加希望書提出期限 令和７年７月３１日（木）午後５時

質問書提出期限 令和７年７月３１日（木）午後５時

質問最終回答 令和７年８月 ８日（金）午後５時

企画提案書等提出期限 令和７年８月１８日（月）午後５時

プレゼンテーション 令和７年８月中旬から下旬

審査結果送付 令和７年８月下旬

１２ その他

⑴提案者は、本実施要領等の内容及び決定事項について、不明、錯誤等を理由に異議

を申し立てることはできない。

⑵本プロポーザルへの参加に要する費用は、全て提案者の負担とする。

⑶提出された書類等は返却しない。



- 5 -

⑷提出された書類は、参加者に無断でプロポーザル手続き以外の目的のために使用し

ない。

⑸参加者は、参加希望書の提出をもって、本実施要領及び仕様書等の記載内容を承諾

したものとみなす。
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別紙１ 提出書類記載内容等

１ 提出書類全般に関する留意事項

・１提案者につき１件までの提案とする

・紙面提出書類はＡ４版（必要に応じて部分的にＡ３版を使用可）片面印刷とする（企

画提案書のみ両面印刷を可とする）

・文字サイズは１０ポイント以上を基本とする

・書類様式は米子市ホームページからダウンロードすることを基本とする

・電子データは、ＰＤＦ形式にて提出書類ごとに１つのファイルにまとめ、ＣＤ－Ｒ又

はＤＶＤ－Ｒに保存し提出すること

・提出書類の記載内容及び提出部数が不足している場合は受理しない

２ 企画提案書記載内容

⑴ 自動運転車両（仕様書第１１条、第１２条関係）

・調達する自動運転車両の名称及び性能

・使用する自動運転システムの概要

・自動運転車両に施す改造（行先表示、車内換気等）の内容

・車両の快適性の向上に係る提案事項があれば記載すること

⑵ 運行計画（仕様書第１７条、第１８条、第１９条関係）

・運行上の安全対策

・乗車予約方法及び運行状況の公開方法

⑶ 管理体制（仕様書第６条、第８条関係）

・車両管理体制（自動運転の日常管理、定期整備、不調発生時の対応等）

⑷ 緊急時対応（仕様書第２６条関係）

・緊急時体制及び事故発生時の対応

⑸ レベル４自動運転に向けた技術対応等（仕様書第２８条、第２９条、第３１条関係）

・レベル４自動運転の実装に向けた検討及び検証に必要な走行データ等の提出内容

・社会受容性の向上を目的とした、自動運転に対する市民の理解又は自動運転バスの利

用促進につながる取組等の内容

⑹ スケジュール

・運行開始までに行う運行準備及び諸手続き等の実施スケジュール
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⑺ その他

・その他自動運転バスの運行の安全性・安定性・利便性又はレベル４自動運転に向けた

技術対応等に係る提案事項があれば記載すること

３ 経費見積内訳書記載内容

・車両調達費（自動運転車両の調達、改造及び登録等に係る費用）

・施設等整備費（遠隔監視室、急速充電設備、停留所標識の整備等に係る費用）

・運行準備費（走行設定、予約システム等の構築、業務従事者教育等の運行開始までに

要する費用）

・運行費（人件費、システム運用費、燃料費等の自動運転バスの運行に係る費用）

・報告書作成費（履行状況及びレベル４対応に必要となる走行データ等の提出に係る費

用）

・保険料（損害賠償保険料）

・諸経費（社会受容性の向上に係る費用を含む）
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別紙２ 評価項目一覧

評価項目 評価点 係数 配点

企

画

提

案

点

能力 実績 平成 30年度から令和 6年度までの間におけ
る、自動運転レベル 2以上で国内の公道を走
行した自動運転実証運行での実施主体とし

ての業務実績の件数及び内容

5 ×2 10

自動運転レベル 4以上で国内の公道を走行
した自動運転実証運行での実施主体として

の業務実績の有無（有：5点、無：0点）
－ － 5

上記実証実験での自動運転率（走行距離のう

ち運転手が手動介入せずに自動運転で走行

できた距離の割合）

＜インフラ協調なしの場合＞

90％以上：15点、85%～89%：10点
80%～84%：5点、79%以下：0点

＜インフラ協調ありの場合＞

90%以上： 5点、89%以下：0点
（いずれも小数点以下第一位を四捨五入）

－ － 15

実施体制 オペレーター・遠隔監視者への教育や自動運

転車両の維持管理、緊急時対応等、安全で安

定した運行を考慮したものとなっているか

5 ×2 10

提案 提案内容 乗車予約や運行状況の公開などの内容が、利

便性を考慮したものとなっているか
5 ×2 10

本委託業務以降に当協議会が導入を目指す、

レベル４自動運転に向けた走行データ等の

提供内容が具体的かつ適切であるか

5 ×2 10

自動運転に対する理解や自動運転バスの利

用促進など、社会受容性の向上に係る取組が

具体的かつ適切であるか

5 ×3 15

地域の交通事業者による自動運転技術の導

入を見据えた内容となっているか
5 ×2 10

事業計画 事業計画やスケジュール等は適切であるか
5 ×1 5

価格点 10

合計 100
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様式第１号

令和 年 月 日

米子市レベル４自動運転実装推進協議会会長 様

所 在 地

商号又は名称

代表者職氏名 ㊞

所 属 部 署

担当者職氏名

電 話 番 号

電子メール

参 加 希 望 書

令和７年７月１０日付けで掲示のあった「自動運転バス運行業務」に係るプロポーザ

ルに参加を希望します。

なお、当社は、本プロポーザルへの参加資格を有しますので、下記に掲げる書類を添

付するとともに、これらの書類に記載した内容については、事実と相違ないことを誓約

します。

■添付書類

（１）参加資格に関する申立書

（２）商業登記簿謄本又は登記事項証明書（交付日から３か月を経過していないもの）

（３）市税等納付確認同意書

（４）役員等調書兼照会承諾書

※（２）、（３）及び（４）については、米子市の指名競争入札の参加資格をする者は、

提出することを要しない。
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様式第１号の１

令和 年 月 日

米子市レベル４自動運転実装推進協議会会長 様

所 在 地

商号又は名称

代表者職氏名 ㊞

参加資格に関する申立書

自動運転バス運行業務に係るプロポーザルに参加するに当たり、当社は、次のとおり

参加資格を有することを申し立てます。

１ 次に掲げる要件について、事実と相違ありません。

(1)地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当しな

いこと。

(2)破産法（平成１６年法律第７５号）の規定による破産手続開始の申立て、会社更

生法（平成１４年法律第１５４号）の規定による更生手続開始の申立て又は民事

再生法（平成１１年法律第２２５号）の規定による再生手続開始の申立てがなさ

れていないこと。（会社更生法に基づく更生手続開始の決定又は民事再生法に基づ

く再生手続開始の決定を受けた場合は、この限りではない。）

(3)米子市の競争入札への参加に係る指名停止措置を受けていないこと。

(4)米子市の市税等を滞納していないこと。

(5)暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２

条第６号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」という。）又は同条第２号に規定

する暴力団若しくは暴力団員と密接な関係を有する者を経営に関与させていない

こと。

(6)平成３０年度から令和６年度までの間において、JASO TP18004 の規定による自動

運転レベル２以上で国内の公道を走行した自動運転実証運行での運行主体又は車

両制御に関する業務の実績（以下「業務実績」という。）があること。
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様式第１号の２

市税等納付確認同意書

令和 年 月 日

米子市レベル４自動運転実装推進協議会会長 様

住 所（所在地）

氏 名（名称） ㊞

明・大・昭・平 年 月 日 生

次の申請に伴い、私の米子市市税等（市税・保育料・市営住宅家賃その他の納付金・

下水道使用料・下水道事業受益者負担金・淀江町公共下水道排水施設加入金・農業集落

排水施設使用料・農業集落排水事業分担金・国民健康保険料・介護保険料）の納付状況

について、確認することに同意します。

記

申請事業名

※ 法人の納付状況を確認いたします。法人の所在地、名称、代表者名を記載の上、代

表者印を押印ください。
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様式第１号の３

役員等調書兼照会承諾書

令和 年 月 日

米子市レベル４自動運転実装推進協議会会長 様

（届出者）

所 在 地

商号又は名称

職 ・ 氏 名 ㊞

次の役員等調書の記載事項については、事実と相違ないことを誓約するとともに、こ

の調書に記載した者について、米子市の行政事務からの暴力団等の排除を目的として鳥

取県米子警察署に照会することを承諾します。

【注意事項】

１ 役員等（法人にあっては非常勤を含む役員及び監査役並びに米子市所在の営業所等

の長が役員でない場合にはその長、その他の団体にあっては法人の役員等と同様の責

任を有する代表者・理事等、個人事業者にあっては当該個人）の氏名、生年月日等を

記載してください。

２ 提出に当たっては、氏名、生年月日等の個人情報が、暴力団、暴力団員又はこれら

の利益につながる活動を行い、若しくはこれらと密接な関係を有する者ではないこと

の確認のために提供され、及び利用されることについて、当該名簿に記載されている

方の同意を取ってください。

３ この名簿は、２の確認のために使用し、それ以外の目的には使用しません。

役職等 氏 名 ふりがな 生年月日
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様式第２号

提案者情報書

※令和７年７月１０日時点の情報を記入すること。

※商業謄本及び直近３年間における決算報告書の写しを添付すること。

※業務内容は簡潔に記載すること。

１ 商号又は名称
ふ り が な

２ 代表者の職・氏名
ふ り が な

３ 本店所在地

４ 設立年月日

５ 資本金

６ 従業員数

７ 業務内容
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様式第３号

業務実績書

１ 実績件数

２ 実績内容

※主な走行環境は、走行ルートの主な区間の車線数及び歩車分離の有無を記載すること。

※担当業務は簡潔に記載すること。

※自動運転率：走行距離のうち、運転手が手動介入せずに自動運転で走行できた距離の割合

※記載欄が不足する場合は追加すること。

※共同企業体による提案の場合は構成員ごとに作成すること。

※５件以上の実績を有する場合は主要なものを５件まで記載すること。

実施要領３（６）に該当する実績件数 件

１ 業務名（実験名）

実務概要 実験主体：

実験期間：

使用車両：

主な走行環境：

一般乗車の有無：

インフラ協調の有無及び自動運転率：

担当業務

２ 業務名（実験名）

業務概要 実験主体：

実験期間：

使用車両：

主な走行環境：

一般乗車の有無：

インフラ協調の有無及び自動運転率：

担当業務

３ 業務名（実験名）

業務概要 実験主体：

実験期間：

使用車両：

主な走行環境：

一般乗車の有無：

インフラ協調の有無及び自動運転率：

担当業務
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様式第４号

経費見積書

令和 年 月 日

（あて先）米子市レベル４自動運転実装推進協議会会長

住 所

商号又は名称

代 表 者 名 ㊞

自動運転バス運行業務委託について、下記のとおり見積もります。内訳は、別に添

付する経費見積内訳書のとおりです。

見積価格 金 円

（消費税及び地方消費税含む。）
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様式第５号

令和 年 月 日

米子市レベル４自動運転実装推進協議会会長 様

商号又は名称

質 問 書

自動運転バス運行業務に係るプロポーザルについて、次の事項について質疑がありま

すので提出します。

（質疑事項）

項 目 内 容


